
対象⽉の事業収⼊が分かる資料

対象⽉（⽉間の事業収⼊が前年同⽉⽐50%以下となる月で、任意で選択した月）の事業
収⼊がわかる資料として、「売上元帳（取引明細書）」のPDFファイルを作成します。

①ＦＸ２を起動します。

②「日常業務」タブ
－｢23 総勘定元帳｣をクリックします。

売上元帳（取引明細書）

①「対象月」を指定します。

②「損益計算書」タブを選択します。

③利⽤している売上科⽬にチェックを
付けます。

④［SkyPDF］ボタンをクリックします。
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デスクトップ等の任意の場所に保存します。

こちらの資料（PDFファイル）ができれば
OKです。

複数の売上科⽬を利⽤している場合は、
すべての売上科目にチェックを付けてください。
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対象⽉の事業収⼊が分かる資料

－ 複数の売上科⽬を利⽤している場合 －
該当⽉の売上科⽬の合計額が分かる資料も準備しましょう。

ここでは、「勘定科⽬残⾼推移表（⽉間発⽣）」の出⼒⽅法をご案内します。
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①「日常業務」タブ
－｢26 科目残高推移表｣をクリックします。
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①「損益計算書」のみを選択します。
②「出⼒年⽉」を指定します。
③「月間発生」を選択します。
④［SkyPDF］ボタンをクリックします。

こちらの資料（PDFファイル）が
できればOKです。

「スタート」－「SKYCOM」－「SkyPDFUtility」の順に
クリックすると、左の画面が表示されます。1
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①［ファイル選択］をクリックし、「総勘定元帳」と
「勘定科目残高推移表」のPDFファイルを選択します。

② 出⼒ファイル名で［別名］を選択し、⼊⼒欄に
「対象⽉の事業収⼊」と⼊⼒します。

③［結合開始］をクリックします。

「処理が終了しました。」のメッセージが出たら成功です。

「対象⽉の事業収⼊が分かる資料」は、申請時に１つのファイルしか添付できません︕
そのため「元帳」と「勘定科目残高推移表」のPDFは、１つのファイルに結合します。

申請では、前ページの「売上元帳」と、ここで作成する「勘定科目残高推移表」を結合し、
「対象月の事業収入」等としたPDFファイルを添付してください。


